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●	 直接飲用シーンの拡大に向けた新商品の積極的投入
2014（平成26）年にブランド初の売り上げ1,000万函の大台に乗せた「ウィル

キンソン」ブランドは、さらにアクセルを踏んでいく。2015年からはまさに新
商品ラッシュとなった。

同年4月にまず、主力商品の「ウィルキンソン タンサン」PET500ml と「ウィ
ルキンソン タンサン レモン」PET500ml をリニューアルした。「ウィルキンソ
ン タンサン」は中味はそのままにパッケージデザインをシンプルで強さのある
デザインに刷新、「ウィルキンソン タンサン レモン」は中味を強めの炭酸を生か
した爽快な味わいに改良した。同時に、これら2商品のボトル肩部にダイヤカッ
トの装飾を施した新開発の「ダイヤボトル」を採用、“強い・シャープ・洗練”と
いったブランドイメージを強調した。また、ファミリーユースやヘビーユーザー
向けに大容量の「ウィルキンソン タンサン」PET 1L（ビッグボトル）を発売し、飲
用シーンの多様化に対応した。

翌2016年7月には、新たに「ウィルキンソン」の新フレーバーとして「ウィル
キンソン タンサン ドライコーラ」PET500ml を発売、刺激的でドライなコーラ
の香りを合わせることで“新感覚の刺激”を実現した。2018年4月には、 20代
男性をターゲットにした「ウィルキンソン タンサン ドライ」PET500ml を発売、
また、これまでリターナブル瓶で親しまれてきた「ウィルキンソン ジンジャエー
ル」と「ウィルキンソン トニック」に PET ボトル商品を投入してラインアップを
強化した。

さらに注目を集めたのが、同年9月に発売したブランド初の機能性表示食
品「ウィルキンソン タンサン エクストラ」PET490ml である。当社が切り開い
た“炭酸水の直接飲用”が定着するなか、食事と一緒に炭酸水を楽しむというス
タイルが拡大していることに着目、脂肪の吸収を抑える機能のある食物繊維を
配合した。テレビ CM に女性の支持の高いシシド・カフカを起用、発売1 カ月
で計画の約3倍となる35万函を売り上げた。また、発売にあわせて「ウィルキ
ンソン」のシリーズ商品18本とオリジナルステッカーが入った「WILKINSON 
SPECIAL BOX」が3,000名に当たるキャンペーンを実施して拡販につなげた。
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1,000万函を達成した「ウィルキンソン」は、その後も機能性表示食品などの新
商品を積極的に投入するとともにキャンペーンなどを通じて拡販を推進した。

ブランド独自の新容器を導入する一方、瓶容器が「ロングライフデザイン賞」を受
賞した。また、省資源化と環境負荷低減の取り組みが高い評価を受けた。

「ウィルキンソン タ
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「ウィルキンソン ジンジャ
エール」PET500ml と「ウィ
ルキンソン トニック」
PET500ml（2018年）

「ウィルキンソン タン
サン」PET 1L（2015年）

「ウィルキンソン」の新商品の積極展開
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2017年7 ～ 8月には、「体感せよ、 この刺激。」をテーマに「ウィルキンソン タ
ンサン」の100万人サンプリングイベントを実施した。東京・調布市の味の素ス
タジアムで開催された「a-nation2017」などの音楽イベント 4会場と全国主要都
市の街頭など20会場で大々的に展開、飲用機会の拡大を図った。

●	 ブランド独自の新容器「クラッシュボトル」の採用
2018（平成30）年4月の「ウィルキンソン タンサン ドライ」の発売とともに、

「ウィルキンソン タンサン」および「ウィルキンソン タンサン レモン」の PET
商品にブランド独自の新容器「クラッシュボトル」を採用した。クラッシュボトル
は、「ウィルキンソン」商品のみに使用するために開発した容器で、独自の加
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いたようなデザインとし、 ブランドを象徴する刺激の強さや炭
酸の爽快さを表現した。

●	「ウィルキンソン」容器の評価
2015（平成27）年、「ウィルキンソン ジンジャエール」「ウィルキンソン ドライ

ジンジャエール」「ウィルキンソン トニック」のグリーン瓶の3商品が、「三ツ矢
サイダー」の瓶とともに（公財）日本デザイン振興会主催の「2015年度グッドデ
ザイン・ロングライフデザイン賞」に輝いた。

同じ2015年にはまた、「三ツ矢サイダー」と「ウィルキンソン」の省資源化と
環境負荷低減に対する取り組みが、 リデュース・リユース・リサイクル

＊
推進協議

会が実施する「平成27年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表
彰」において協議会会長賞を受賞した。受賞テーマは「炭酸飲料における3R、及
びリニューアブルの取組み活動」である。とくに「ウィルキンソン」については、
リターナブル瓶の回収・再利用（リユース）をはじめ、商品を梱包する段ボール
の国内最軽量クラスの達成（リデュース）や PET ボトル商品の段ボールの古紙使
用比率99％以上（リサイクル）、PET ボトル成形時に使用する高圧エアーの回
収・リサイクル（リサイクル）などが高く評価された結果だった。

＊ リデュース (Reduce) ＝廃棄物の発生
抑制、 リユース（Reuse）＝再使用、 リサ
イクル（Recycle）＝再資源化。これらを総
称して3R としている。

「2015年度グッドデザイン・ロングライフ
デザイン賞」を受賞した「ウィルキンソン」
と「三ツ矢サイダー」の瓶商品

クラッシュボトル


